
小野田地区地域づくり計画　（第一次計画　R6(2024)～R10(2028)）

【課題に対する取組】

既存の取組 今後考えられる取組

１．環境
○道路
○ゴミ
○自然

・歩道や車道がでこぼこしている箇所があり危険
・歩道に落ち葉が多い、街路樹や雑草の繁茂
・溝蓋がない所があって危険
・野焼きに困っている
・ゴミ出しのマナーが悪い、ポイ捨て
・地域の溝掃除など高齢化で困っている
・ネコのフン害、飼い主のマナー、野生動物の増加
・下水道が整備されていない地域がある
・空き家の増加、空き家の樹木の管理不足
・公園などの整備不足

・クリーン作戦（小野田小合同）
・おもてなし作戦（８月上旬に各自治
会で実施）
・各自治会での道普請、溝普請
・ボランティアによる歩道掃除
・道路や歩道、街路樹や溝蓋など各自
治会による点検、要望

・各団体合同によるクリーン作戦
・ボランティア・有料による清掃、草刈り活動
・空き家セミナー開催、空き家状況など各自治
会による点検、要望
・ゴミ拾いイベント
・花いっぱい運動
・公園や広場の環境整備、環境美化
・野焼き、ペットの飼育、ゴミの分別等の啓発
活動

○みんなで守る快適に暮らせる小
野田地区

２．安全
○交通安全
○防犯
○防災

・街灯がない所があり夜の通行が怖い
・車道が狭く歩行者に危険、救急車両が入れない
・車や自転車の交通マナーが悪い人がいる
・道路の白線や横断歩道の線が消えかかっている
・避難場所が遠い（特に小野田中学校まで）
・河川の増水による冠水や浸水に不安
・防災訓練や防災教室への参加が少ない
・見守り隊（にこにこ隊）の高齢化やボランティア減
少

・街灯など各自治会による点検、要望
・防災フォーラム（７月）
・避難訓練（小野田小合同　１１月）
・防災訓練（２月下旬日曜日）
・青少年育成協議会の補導巡回
・にこにこ隊の見守り活動
・通学路点検

・にこにこ隊の組織見直し、拡充
・各自治会での防災マップの見直し、活用
・街灯や道路標識や標示など各自治会による点
検、要望
・こども110番の拡充
・防災士の人数を増やす（研修参加）
・避難場所の見直し、看板等で避難経路周知
・交通マナー向上の啓発（安全教室など）
・あいさつ運動の奨励（学校・地域・家庭）

○みんなの共助でつくる安心安全
な小野田地区

３．交流
○まつり、イベント
○文化・歴史
○人権啓発

・コロナや耐震工事等のため祭りやイベントが数年開
催されず、令和５年度に久しぶりに小野田地区のふる
さと祭りが開催
・祭り等の運営側が高齢化し、担い手不足
・世代間交流や若い世代の交流の場が少ない
・近所同士、自治会内の付き合いが減ってきている
・祭りやイベントなど行事や参加者の減少
・地域行事への若い世代や子供の参加が少ない
・人権研修会への参加者が少ない

・ふるさとまつり（8月下旬土曜日）
・グラウンドゴルフ大会（10月下旬）
・カローリング大会（12月上旬）
・どんど焼き（1月上旬）
・センターまつり（2月中旬日曜日）
・ウォーキング大会（3月上旬）
・人権講座、ヒューマンフェスタ

・イベント等の担い手育成、小中学生等の企
画、運営
・地域の自然や名所を生かしたイベント
・世代間交流のイベント、賞品・参加賞あり
・各自治会内、他自治会との交流活動
・東沖緑地公園の有効活用、イベント
・小中学校や高校・大学生、企業等との連携
・スポーツイベント等、子どもの参加を促す

○ふれあいと交流による元気で活
気のある小野田地区

４．広報
○情報収集
○情報発信
○アンケート

・自治会便が月１回となったことや班回覧の内容が多
いことなどから、情報等の周知が行き届かない
・地域団体の活動があまり知られていない
・地域団体に関する情報発信が少ない
・地域からの情報収集やニーズ把握の機会が少ない
・イベント情報が回ってこない、遅い

・市広報（月１回）
・センターだより（月１回）
・まちづくりだより（月１回）
・市ライン、センターのホームページ
・センター等でのチラシコーナー
・口コミ
・スマホ教室

・地域づくりのホームページ新設
・地域づくりの広報紙作成
・小野田地区のマスコットキャラクター募集
・地域づくり関係のチラシやポスター等の掲示
やコーナー設置（学校、公共施設等）
・校区住民からの情報収集
・小野田地区マップ（文化歴史等）の作成
・アンケート等による住民のニーズ把握
・スマホ教室での教え合い

○地域のことがわかりみんながつ
ながる小野田地区

暮らし

つながり

地域が目指す姿 （スローガン） みんなでつくる　笑顔あふれる　元気で思いやりのある　住みよいまち小野田

分　野 テーマ 地区の現状・課題 テーマ別の目指す将来像
目指す将来像を実現するために必要な取組

部　会



５．福祉
○高齢者支援
○健康づくり
○共生

・人口減少、核家族化、高齢化が進み、高齢者の一人
暮らしや健康面の不安
・中心街は大型店舗が集まっていて便利だが、周辺部
は店が少なく買い物に困る
・公共交通の便が悪く、免許返納後の移動に不便
・避難場所が遠く、高齢者の避難が心配
・高齢者がゴミ出しに苦労
・世代間の交流がなく高齢者の孤立
・介護疲れ

・敬老会（記念品配布）
・宅配弁当（１０，１２，２月）
・民生委員や福祉員等の友愛訪問
・自治会での百歳体操など

・センターや自治会館等での高齢者サロン、健
康教室や交流イベント
・敬老会の実施
・子供や若い世代と高齢者のふれあい
・高齢者の見守り活動の推進
・認知症見守り研修会の開催
・低額の小型バスや乗り合いタクシーの運行等
を要望
・共助による高齢者の買い物やゴミ出し支援等

○支え合い誰もが心豊かに暮らせ
る小野田地区

６．子ども
○子ども
○子育て支援
○学校支援

・子供の数が年々減ってきている
・幼児や児童の遊び場が少ない
・保護者同士の交流の場が少ない
・子供会の減少で子供同士の関わりが少ない
・児童館がなくなり子供の居場所づくりに課題
・学校支援や家庭教育支援のボランティア不足

・子育てサロン（センター、おのだ
OC、はなまる合同）
・学校支援ボランティア（はなまる）
・子育て講座、保護者交流会（家庭教
育支援チーム）
・親子教室（おのだOC)
・こどもクラブ（シダックス）
・スタディールーム（センター）

・親子体験教室、子供体験教室の開催
・託児ありの子育て世代の健康づくり教室等
・子供の居場所作りの拡充（地域交流センター
など）
・学校支援ボランティア登録者を増やす
・子供への挨拶、声かけの奨励 ○親も子も笑顔で元気に過ごせる

小野田地区

自治会 ７．自治会部会 ○各自治会運営の支援に関する活動

支え合い


